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シリーズ 中学校武道 授業の充実に向けて籵

　
　
　
外
部
指
導
員
の
活
用
例
　
弓
道

　

大
牟
田
市
は
、
福
岡
県
の
最
南
端
に
位
置
し
、
人
口
12
万
人
ほ
ど
の
中

規
模
都
市
で
あ
る
。
か
つ
て
は
日
本
最
大
規
模
の
三
池
炭
鉱
を
有
し
、「
石

炭
の
街･

大
牟
田
」
と
し
て
栄
え
た
が
、
平
成
９
年
に
市
内
外
に
あ
っ
た

炭
鉱
が
す
べ
て
閉
山
し
た
。
現
在
、
石
炭
関
連
の
近
代
化
遺
産
群
が
「
世

界
遺
産
候
補
暫
定
一
覧
」
に
掲
載
さ
れ
、
国
内
外
か
ら
注
目
さ
れ
て
い
る
。

　

本
校
は
、
弓
道
が
も
つ
武
道
と
し
て
の
教
育
的
意
義
を
重
視
し
、
近
隣

に
あ
っ
た
弓
道
場
を
活
用
し
て
、
平
成
11
年
度
か
ら
中
学
校
選
択
体
育
の

学
習
と
し
て
、
地
域
指
導
員
と
の
連
携
を
図
っ
た
「
弓
道
」
を
取
り
上
げ

て
き
た
。

　

現
在
の
生
徒
数
は
174
名
、６
学
級
の
学
校
で
あ
る
。
校
訓
を
「
向
学
」「
友

愛
」
と
し
、
学
校
の
教
育
目
標
を
「
向
学
と
友
愛
の
精
神
を
持
ち
続
け
、

自
己
実
現
を
目
指
す
生
徒
の
育
成
」
と
し
て
い
る
。
生
徒
は
明
る
く
素
直
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岡
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大
牟
田
市
で
は
、
平
成
24
年
度
の
武

道
必
修
化
に
伴
い
、
ほ
と
ん
ど
の
学
校

が
柔
道
や
剣
道
を
選
択
し
た
。
そ
の
よ

う
な
中
、
本
校
で
は
市
教
育
委
員
会
の

要
請
で
、
大
牟
田
市
弓
道
連
盟
の
方
々

を
外
部
指
導
員
と
し
て
招
き
、
弓
道
に

取
り
組
む
こ
と
と
な
っ
た
。

　

選
択
授
業
が
始
ま
っ
た
平
成
11
年
、

当
時
の
校
長
が
武
道
に
造
詣
が
深
く
、

選
択
授
業
に
弓
道
を
取
り
入
れ
る
こ
と

が
教
育
効
果
を
期
待
で
き
る
と
し
て
、

実
施
に
踏
み
切
っ
た
こ
と
が
き
っ
か
け

１ ２ ３ ４ ５ ６用
具
、
場
所
な
ど

指
導
の
概
要
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今
後
の
外
部
指
導
員

の
活
用
に
つ
い
て

外
部
指
導
員
活
用
に

い
た
っ
た
経
緯

た
。
弓
は
飛
び
道
具
で
あ
り
、
一
般
に

危
険
性
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
の
に
、

な
ぜ
弓
道
な
の
か
と
安
全
性
を
問
う
意

見
が
出
た
。
し
か
し
、
弓
道
の
も
つ
特

性
（
礼
・
感
謝
・
体
と
心
の
バ
ラ
ン
ス

等
）
や
、
安
全
重
視
の
指
導
法
等
を
理

解
し
て
も
ら
う
に
つ
れ
て
好
評
を
得
る

こ
と
が
で
き
た
。
こ
う
し
た
協
議
を
進

め
て
い
く
過
程
で
不
安
な
ど
も
解
消
さ

れ
て
い
っ
た
。

　

私
は
本
校
に
着
任
し
て
４
年
目
を
迎

え
た
。
大
学
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
ス
ポ
ー

ツ
を
学
習
し
て
き
た
が
、
弓
道
に
携
わ

っ
た
経
験
が
一
度
も
な
か
っ
た
。
１
年

目
の
授
業
で
は
主
に
外
部
指
導
員
の
方

が
指
導
さ
れ
て
い
た
が
、
私
自
身
が
弓

道
に
つ
い
て
何
も
知
識
が
な
か
っ
た
の

で
、
生
徒
に
的
確
な
指
導
を
す
る
こ
と

が
で
き
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
大
牟
田

市
弓
道
連
盟
の
弓
道
教
室
に
通
う
こ
と

に
し
た
。
弓
道
教
室
で
は
、
弓
道
の
特

性
、
射
位
に
つ
い
て
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
こ
と
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
。

　

平
成
23
年
に
は
、
福
岡
県
の
学
校
指

導
者
講
習
会
に
参
加
し
、
初
段
を
取
得

し
た
。
弓
道
教
室
や
講
習
会
に
参
加
し

た
こ
と
で
、
的
確
な
技
術
指
導
が
で
き

る
自
信
に
繋つ
な

げ
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

平
成
11
年
か
ら
行
わ
れ
て
い
た
弓
道

の
授
業
で
は
、
そ
の
当
時
、
道
具
は
あ

ま
り
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
学
校
の
備

品
費
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
費
か
ら
毎
年
購
入
し

て
い
き
、弓
（
６
㎏
）
15
張
、矢
45
本
、

弽ゆ
が
け

15
具
を
学
校
で
用
意
し
、
弓
道
連

盟
か
ら
ゴ
ム
弓
15
本
や
足
り
な
い
道
具

な
ど
を
借
り
て
授
業
を
行
っ
て
い
た
。

で
、
積
極
的
に
運
動
部
で
汗
を
流
し
て
い
る
生
徒
や
文
化
系
に
所
属
し
て

い
る
生
徒
が
多
く
い
る
。

　

大
牟
田
市
弓
道
連
盟
の
外
部
指
導
員
を
招
い
て
行
う
、
保
健
体
育
科
教

員
２
名
と
の
授
業
の
取
組
を
紹
介
し
た
い
。

で
あ
る
。
当
時
の
対
象
は
２
、
３
年
生

の
希
望
者
で
前
半
は
空
い
た
教
室
で
巻ま
き

藁わ
ら

（
畳
）
を
行
い
、
後
半
に
は
学
校
か

ら
約
５
分
程
離
れ
た
と
こ
ろ
に
あ
る
旧

弓
道
場
で
的ま
と

前ま
え

練
習
を
行
っ
て
い
た
。

　

平
成
22
年
度
に
は
文
部
科
学
省
の
武

道
設
備
補
助
金
を
受
け
て
、
翌
年
、
閉

校
し
た
大
牟
田
南
高
等
学
校
の
跡
地
の

一
部
に
延
命
中
学
校
弓
道
場
が
建
設
さ

れ
た
。
ま
た
、
地
域
連
携
指
導
推
進
実

践
校
の
指
定
を
受
け
て
授
業
を
実
践
す

る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

実
践
校
と
し
て
出
発
す
る
に
あ
た

り
、
市
教
育
委
員
会
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
福
岡

教
育
大
学
の
相あ
い

部べ

保や
す

美み

教
授
を
オ
ブ
ザ

ー
バ
ー
と
し
て
、
授
業
へ
の
取
り
組
み

方
や
問
題
点
等
に
つ
い
て
協
議
を
重
ね

弓道場での授業

授業の後半で活動場所となる延命中学校弓道場

１ ２ ３ ４ ５ ６用
具
、
場
所
な
ど

指
導
の
概
要
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下
掛
け
は
、
衛
生
面
等
を
考
慮
し
、
各

自
で
準
備
さ
せ
た
も
の
を
使
用
し
た
。

　

武
道
必
修
化
に
伴
い
、
全
日
本
弓
道

連
盟
か
ら
大
牟
田
市
教
育
委
員
会
を
通

し
て
、
弓
20
張
、
弽
40
具
、
下
掛
け
100

枚
、
矢
100
本
、
胸
当
て
20
枚
、
ゴ
ム
弓

20
本
、
シ
リ
ー
ズ
日
本
の
武
道
『
少
年

弓
道
』
10
冊
の
弓
具
等
が
寄
贈
さ
れ

た
。
こ
う
し
て
全
員
に
弓
具
が
行
き
わ

た
っ
た
同
時
練
習
が
可
能
に
な
り
、
効

率
的
な
授
業
が
行
え
る
よ
う
に
な
っ

た
。
他
に
も
畳
15
枚
と
視
聴
覚
教
材
を

準
備
し
て
い
る
。

　

活
動
場
所
に
つ
い
て
は
、
１
年
生
は

全
12
時
間
の
う
ち
、
１
～
８
時
間
を
本

校
の
体
育
館
で
行
い
、
９
～
12
時
間
を

延
命
中
弓
道
場
で
行
っ
て
い
る
。
２
年

生
で
は
、
弓
道
場
で
行
う
時
間
を
１
年

生
よ
り
多
く
と
り
、
４
～
５
時
間
行
っ

て
い
る
。
生
徒
た
ち
は
片
道
10
分
弱
の

と
こ
ろ
に
あ
る
弓
道
場
ま
で
ラ
ン
ニ
ン

グ
で
行
き
、
射し
ゃ

場じ
ょ
う、

矢や

道み
ち

、
安あ

土づ
ち

等
が

揃
っ
た
弓
道
場
で
貴
重
な
時
間
を
過
ご

し
て
い
る
。

　

平
成
23
年
度
ま
で
は
外
部
指
導
員
が

Ｔ
１
と
し
て
授
業
を
進
め
、
保
健
体
育

科
教
員
は
補
助
的
な
指
導
を
行
っ
て
き

た
。
し
か
し
、
講
習
等
に
参
加
し
、
教

員
側
が
弓
道
を
学
習
し
て
い
く
こ
と
に

よ
っ
て
、
弓
道
に
対
す
る
知
識
や
技
術

指
導
力
も
向
上
し
て
き
た
。

　

平
成
24
年
度
か
ら
は
保
健
体
育
科
教

員
が
Ｔ
１
、
Ｔ
２
と
し
て
務
め
、
Ｔ
３

と
い
う
形
で
外
部
指
導
員
が
補
助
的
な

サ
ポ
ー
ト
役
と
し
て
授
業
を
進
め
て
い

る
。
礼
法
を
学
ん
だ
り
、
ゴ
ム
弓
・
素

引
き
等
の
矢
を
使
わ
な
か
っ
た
り
す
る

稽
古
の
時
間
は
１
、
２
人
の
外
部
指
導

員
に
来
て
い
た
だ
い
て
い
る
。
実
際
に

矢
を
持
ち
、
的
に
向
か
っ
て
射
る
時
間

に
な
る
と
、
安
全
面
の
こ
と
を
考
え
、

４
、
５
人
の
指
導
員
に
来
て
い
た
だ
い

て
、
弓
道
の
授
業
は
、
保
健
体
育
科
教

員
を
含
め
て
６
、
７
名
体
制
で
授
業
を

行
っ
て
い
る
。

◎
全
体
の
指
導
計
画
（
左
ペ
ー
ジ
表
）

　

本
校
は
１
ク
ラ
ス
平
均
約
30
名
で
、

１
年
生
２
学
級
は
３
学
期
に
12
時
間
、

２
年
生
２
学
級
は
１
学
期
に
12
時
間
行

っ
て
い
る
。
１
年
生
を
３
学
期
、
２
年

生
を
１
学
期
に
す
る
ね
ら
い
と
し
て
、

１
年
生
の
学
習
を
終
え
た
あ
と
、
あ
ま

り
時
間
を
空
け
る
こ
と
な
く
２
年
生
へ

の
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
学
習
に
繋
げ
ら
れ

る
か
ら
で
あ
る
。
実
際
に
２
年
生
は
、

礼
法
や
射し
ゃ

法ほ
う

八は
っ

節せ
つ

の
動
作
を
忘
れ
て
は

い
な
か
っ
た
。

　

外
部
指
導
員
と
の
打
合
せ
は
、
授
業

が
始
ま
る
数
カ
月
前
に
校
長
、
教
頭
、

保
健
体
育
科
教
員
、
外
部
指
導
員
で
指

導
計
画
を
も
と
に
「
ど
の
よ
う
な
流
れ

で
授
業
を
進
め
て
い
く
か
」「
担
当
は

ど
の
よ
う
に
し
て
い
く
か
」
な
ど
細
か

く
打
合
せ
を
行
っ
て
い
く
。
授
業
が
始

ま
る
と
次
回
の
打
合
せ
は
、
授
業
が
終

わ
っ
て
か
ら
体
育
館
や
弓
道
場
で
５
～

10
分
程
度
行
っ
て
次
の
学
習
に
備
え
る

よ
う
に
し
て
い
る
。

◎
指
導
上
の
注
意
点

・
具
体
的
な
方
針
を
定
め
、
教
員
と
外

部
指
導
員
が
協
力
し
て
事
故
の
防
止

に
努
め
る
こ
と
が
で
き
る
体
制
を
整

え
て
お
く
。

・
矢
を
持
っ
て
い
な
く
て
も
、
ゴ
ム
弓

や
弓
を
持
っ
て
い
る
と
き
は
、
絶
対

に
ゴ
ム
や
弦
を
引
っ
ぱ
っ
た
り
し
な

い
よ
う
指
導
し
た
。

・
体
育
館
で
の
授
業
は
も
ち
ろ
ん
、
弓

道
場
で
の
マ
ナ
ー
（
座
る
時
は
必
ず

正
座
を
す
る
、
他
の
人
に
矢
を
向
け

な
い
、
弓
具
を
ま
た
が
れ
る
置
き
方

を
し
な
い
な
ど
）
を
徹
底
し
た
。

・
的
に
向
か
っ
て
矢
を
射
る
時
は
、
指

導
者
が
い
な
い
と
き
に
、
勝
手
に
引

い
て
は
い
け
な
い
こ
と
を
徹
底
し

た
。
ま
た
、
的
を
貼
っ
て
あ
る
畳
の

両
サ
イ
ド
に
１
枚
ず
つ
畳
を
置
き
、

矢
が
壁
に
当
た
っ
た
と
き
の
跳
ね
返
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、
場
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指
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概
要
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時 日時 ねらい 主な学習内容・活動 場所 T2 の人数

1 １月９日㈭
３限目

・弓道の歴史について学ぶ
・弓道とはどのようなものなのか、

射を見て学ぶ

・弓道の時間の流れ（説明）
・模範実技（約 20 分）
・弓道場の使い方、説明

弓道場
（２クラス合同） ２名

2 １月 10 日㈮
４限目

・伝統的な礼儀作法を重んじ、日本
古来の文化に触れ、弓道の歴史と
その特性を学ぶ

・安全に留意して練習に取り組む重
要性を知る

・ＤＶＤ視聴（弓道の歴史）
・基本体の必要性（プリント配布、

説明）
・礼記ー射義、射法訓について
・道具の説明、安全面について
・立礼、座礼、座り方、立ち方につ

いて（プリント配布後、説明）

延命中
（２クラス合同） ２名

3 １月 14 日㈫
３・４限目

・礼儀作法について学ぶ
・射法八節がゴムやゴム弓でできる
・ゴム弓の使い方を知り、射法八節

の流れを覚える

・射法八節（プリントを配布して説明）
・ゴムを使い、射法八節
・ゴム弓での練習（時間があれば弓

を使う）
・自己評価

延命中
（体育館） １名

4 １月 17 日㈮
５・６限目

・弓道について理解を深める
・下掛け、弽の着けかたを覚え、弓

の素引きをきちんとおこなうこと
ができる

・ゴム弓での射法八節
・下掛け、弽の着けかた
・下掛け、弽を着けた状態で弓の素

引き
・自己評価

延命中
（体育館） ２名

5 １月 20 日㈪
５・６限目

・前時を振り返り、下掛け、弽を着
けることができる

・手の内の作り方、取懸けの動作を
覚える

・安全に気をつけ、新しいことへの
取り組みができる

・下掛け、弽を着ける
・弓の素引き（細かな部分に注意し

ながら行う）
・手の内の作り方、取懸け練習（Ｄ

ＶＤ）
・自己評価

延命中
（体育館） ２名

6 １月 21 日㈫
３・４限目

・素引きによる射法八節の一連の動
作ができる

・安全に気を配り、新しいことへの
取り組みができる

・下掛け、弽を着ける
・手の内の作り方、取掛けの復習（Ｄ

ＶＤ）
・矢番え動作（ＤＶＤ）
・弓の素引き
・自己評価

延命中
（体育館） ３名

7 １月 24 日㈮
５・６限目

・弓の素引きによる射法八節の一連
の動作ができる

・矢の取り扱いに十分に気をつけな
がら、矢番え動作を行う

・下掛け、弽を着ける
・弓の素引き（手の内、取掛けの復習）
　※矢を持ち打起こしまで行う
・的を射る（ある程度の距離をとる）
・自己評価

延命中
（体育館） ４名

8 １月 27 日㈪
５・６限目

・正しく射法八節の動作ができる
・周囲に気をつけながら、正しい動

作で矢を射ることができる
・仲間の動作を見て、良い点や悪い

点を指摘し合い、自分の射に活か
すことができる（見取り稽古）

・下掛け、弽を着ける
・弓の素引き（手の内、取賭け、
　矢番え動作を注意し、動作を行う）
・的を射る（ある程度の距離をとる）
・自己評価

延命中
（体育館） ４名

9 １月 31 日㈮
５・６限目

・今までの学習を思いだし、試験に
臨むことができる

・下掛け、弽を着ける
・弓の素引き
・実技試験
・自己評価

延命中
（体育館） ３名

10 ２月３日㈪
５・６限目

・弓道場でのマナーを守り、弓道場
でできる喜びを感じながら、矢を
射ることができる

・仲間の射法八節の動作を見て学ぶ
（見取り稽古）

・弓の素引き
・的を射る（ある程度の距離をとる）
・的を射ていない生徒は正座をし、

前の人の動きを見る（見取り稽古）
・自己評価

弓道場 ４名

11 ２月４日㈫
３・４限目

・弓道場でのマナーを守り、弓道場
でできる喜びを感じながら、矢を
射ることができる

・仲間の射法八節の動作を見て学ぶ
（見取り稽古）

・下掛け、弽を着ける
・的を射る（ある程度の距離をとる）
・的を射ていない生徒は正座をし、

前の人の動きを見る（見取り稽古）
・自己評価

弓道場 ４名

12 ２月６日㈭
５・６限目

・今まで学んだ技能を活かすことが
できる

・学んだ弓道の理論をもとに、自己
評価を行うことができる

・下掛け、弽を着ける
・的を射る（ある程度の距離をとる）
・的を射ていない生徒は正座をし、

前の人の動きを見る（見取り稽古）
本単元のまとめ
・自己評価

弓道場 ４名

平成25年度　武道「弓道」指導計画　学年１年　★クラス単位で実施　　　　　　　平成25年1月9日～2月6日

体育館での授業
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シリーズ 中学校武道 授業の充実に向けて籵

り
を
防
ぎ
、
怪
我
や
事
故
の
予
防
に

努
め
た
。

・
間
違
っ
て
発
射
さ
れ
た
場
合
に
危
険

が
及
ぶ
た
め
、
射
場
、
巻
藁
場
以
外

で
は
矢
を
番つ
が

え
な
い
こ
と
を
徹
底
し

た
。

・
毎
時
間
、
授
業
の
最
初
で
は
、
女
子

の
前
髪
の
ピ
ン
留
め
を
使
用
し
な
い

よ
う
に
さ
せ
、
ゴ
ム
で
ま
と
め
さ
せ

る
。
ま
た
、
本
校
の
ゼ
ッ
ケ
ン
は
ホ

ッ
ク
式
タ
イ
プ
な
の
で
、
弓
道
の
授

業
時
だ
け
は
付
け
な
い
よ
う
に
し
て

い
る
。
ま
た
前
後
左
右
の
間
隔
を
十

分
に
と
り
、
指
導
者
の
指
示
を
よ
く

聞
く
よ
う
に
指
導
し
て
い
る
。

◎
指
導
の
実
際

　

紹
介
す
る
指
導
例
は
、
平
成
25
年
度

の
１
年
１
組
男
子
12
名
、
女
子
14
名
の

計
26
名
、
１
年
２
組
男
子
13
名
、
女
子

13
名
の
計
26
名
で
行
っ
た
。

◆
１
時
間
目

　

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で
弓
道
の
歴

史
な
ど
に
つ
い
て
、
学
習
プ
リ
ン
ト
を

使
っ
て
の
説
明
を
行
う
。
ま
た
、
ア
ン

ケ
ー
ト
の
結
果
か
ら
弓
道
と
い
う
武
道

を
見
た
こ
と
が
な
い
と
い
う
生
徒
が
大

半
だ
っ
た
た
め
、
外
部
指
導
員
の
方
に

模
範
演
武
を
し
て
も
ら
っ
た
。
保
健
体

育
科
教
員
が
行
っ
て
も
良
い
の
だ
が
、

装
束
を
着
、
烏え

帽ぼ

子し

を
付
け
て
巻
藁
射

礼
し
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、
間
近
で
見

ら
れ
る
貴
重
な
体
験
の
中
、
弓
道
の
授

業
を
ス
タ
ー
ト
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。

　

授
業
後
に
は
「
弓
道
に
対
し
て
興
味

が
湧
い
て
き
ま
し
た
」「
初
め
て
弓
道

を
見
た
け
ど
、
ど
う
い
っ
た
動
作
で
行

う
イ
メ
ー
ジ
か
を
持
つ
こ
と
が
で
き
た

し
、
当
た
っ
た
音
が
す
ご
か
っ
た
で

す
」
な
ど
と
い
っ
た
感
想
の
声
が
聞
け

た
。
生
徒
た
ち
は
射
場
、
矢
道
、
安
土

等
が
そ
ろ
っ
た
弓
道
場
に
行
く
こ
と
に

よ
り
身
を
引
き
締
め
、
自
然
と
気
持
ち

を
集
中
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
、
ま
た
演

舞
を
観
賞
す
る
こ
と
で
、
目
と
耳
で
楽

し
さ
を
味
わ
っ
た
。

◆
２
時
間
目

　

①
基
本
体
の
必
要
性
、
②
礼ら
い

記き

―
射し
ゃ

義ぎ

、
③
射
法
訓
、
④
呼
吸
の
大
切
さ
に

つ
い
て
、
プ
リ
ン
ト
を
用
い
て
外
部
指

導
者
の
方
に
説
明
し
て
も
ら
い
、
生
徒

た
ち
は
正
し
い
知
識
を
学
ぶ
こ
と
が
で

き
た
。
安
全
面
に
つ
い
て
は
、
矢
を
使

用
し
て
い
る
時
に
は
生
徒
た
ち
も
、
ど

時 日時 ねらい 主な学習内容・活動 場所 T2 の人数

1 ５月 20 日㈪
２･ ３限目

・基本の動作を思いだしながら、礼儀作
法を行うことができる

・１年生の時の授業を振り返る
・安全面の確認
・礼儀作法（座り方、立ち方、立礼、座礼）
・弓の素引き

延命中
（体育館） １名

2 ５月 21 日㈫
５･ ６限目

・前年度、学んだことや技能を思いだし、
下掛け、弽のつけ方、弓の素引き、射
法八節の細かな動作を確認しながらお
こなうことができる

・下掛け、弽を着ける
・弓の素引き（射法八節を確認する）
・安全に気をつけながら、矢を射る（的を少し

小さくする）
※矢を射ていない生徒は見取り稽古をする

延命中
（体育館） ４名

3 ５月 27 日㈪
５･ ６限目

・安全に気を配り、新しいことへの取り
組みができる

・一連の動作を正確に行うことができる

・下掛け、弽を着ける
・一人一本ずつ矢を射る
・講師の先生による、矢を二本持った状態での

模範実技
・座射の本座から射位への進み方（DVD）
　←時間があれば

延命中
（体育館） ４名

4 ５月 31 日㈮
２･ ３限目

・一つ一つの動作を確認しながら、新し
いことへの取り組みができる

・座射による射法八節の流れを理解し、
課題に応じた練習ができる

・座射の本座から射位への進み方（DVD）
・座射の開き足（DVD）
※（始めは矢と弓を持たずに行い、途中から矢

と弓を持って行う）
・座射の立ち方、矢番え動作、座り方（DVD）
※下掛け、弽は着けない

延命中
（体育館） ４名

5 ６月３日㈪
２･ ３限目

・安全に関することや注意事項を確認し
ながら、新しいことへの取り組みがで
きる

・矢取りのきまり事を守ることができる

・座射の本座から射位への進み方（DVD）
　←矢と弓を持つ
・矢と弓を持って座射の開き足（DVD）
・座射の立ち方、矢番え動作、座り方（DVD）
・安全な矢取りの方法（DVD）
・※下掛け、弽は着けない

延命中
（体育館） ４名

6 ６月７日㈮
２･ ３限目

・前時の学習を思いだし、座射による射
法八節の流れを理解しながら、課題に
応じた取り組みができる

・私語をせず、他の生徒の動作を見て、
学ぶことができる（見取り稽古）

・下掛け、弽を着ける
・座射の本座から射位への進み方～座射の立ち

方、矢番え動作、座り方まで、一連の動作で
１回行う

・一人一回、矢を射る（２本の矢で行う）
・的を射ていない生徒は正座をし、前の人の動

きを見る（見取り稽古）

延命中
（体育館） ５名

7 ６月 10 日㈪
１･ ２限目

・前時の学習を思いだし、座射による射
法八節の流れを理解しながら、課題に
応じた取り組みができる

・私語をせず、他の生徒の動作を見て、
学ぶことができる（見取り稽古）

・下掛け、弽を着ける
・弓の素引き（手の内、取掛けの復習）
　※矢を持ち打起こしまで行う
・的を射る（ある程度の距離をとる）
・自己評価

延命中
（体育館） ５名

8 ６月 11 日㈫
５･ ６限目

・試験に向けて一連の動作を確認しなが
ら、授業に取り組むことができる

・私語をせず、他の生徒の動作を見て、
学ぶことができる（見取り稽古）

・下掛け、弽を着ける
・座射の本座から射位への進み方～座射の立ち

方、矢番え動作、座り方まで、一連の動作で
行う

・一人一回、矢を射る（２本の矢で行う）
・的を射ていない生徒は正座をし、前の人の動

きを見る（見取り稽古）

延命中
（体育館） ５名

9 ６月 14 日㈮
３･ ４限目

・今までの学習を思いだし、試験に臨む
ことができる

・座射の本座から射位への進み方～座射の立ち
方、矢番え動作、座り方まで、一連の動作で
行い、的に向かって矢を２本射る

延命中
（体育館） ５名

10 ６月 17 日㈪
２･ ３限目

・習得した射法八節を活かし、充実した
納射ができる

・安全に気を配り、公正な態度で授業に
参加することができる

・矢を２本持ち、的を射る（ある程度の距離を
とって、矢を射る）的を小さくし、距離もの
ばす（10 ｍ）

・的を射ていない生徒は正座をし、前の人の動
きを見る（見取り稽古）

弓道場 ４名

11 ６月 21 日㈮
２･ ３限目

・習得した射法八節を活かし、充実した
納射ができる

・安全に気を配り、公正な態度で授業に
参加することができる

・矢を２本持ち、的を射る（ある程度の距離を
とって、矢を射る）的を小さくし、距離もの
ばす（15～20 ｍ）

・的を射ていない生徒は正座をし、前の人の動
きを見る（見取り稽古）

弓道場 ４名

12 ６月 24 日㈪
２･ ３限目

・習得した射法八節を活かし、充実した
納射ができる

・安全に気を配り、公正な態度で授業に
参加することができる

・矢を２本持ち、的を射る（ある程度の距離を
とって、矢を射る）的を小さくし、距離もの
ばす（28 ｍ？）

・的を射ていない生徒は正座をし、前の人の動
きを見る（見取り稽古）

・本単元のまとめ
・自己評価

弓道場 ４名

平成25年度　武道「弓道」指導計画　学年２年　★クラス単位で実施　　　　　　平成25年5月20日～6月24日

跳ね返り防止のため、的を貼った畳の両サイドにも
う一枚ずつ畳を置いた
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シリーズ 中学校武道 授業の充実に向けて籵

離
れ
が
で
き
な
か
っ
た
り
し
た
と
い
う

反
省
点
か
ら
的
ま
で
の
距
離
を
短
く

し
、
一
つ
一
つ
の
動
作
を
丁
寧
に
行
っ

て
い
く
こ
と
を
意
識
づ
け
さ
せ
た
。

　

慣
れ
て
く
る
と
１
時
間
で
５
、
６
本

の
矢
を
射
る
こ
と
が
で
き
、
回
数
を
重

ね
る
ご
と
に
、
生
徒
た
ち
は
的
に
当
た

る
喜
び
や
達
成
感
を
味
わ
う
こ
と
が
で

き
て
い
た
。
ま
た
、
弓
道
に
興
味･

関

心
を
持
つ
生
徒
が
多
く
な
っ
た
。

　

毎
時
間
の
最
後
に
は
ふ
り
返
り
活
動

と
し
て
、
学
習
ノ
ー
ト
を
活
用
し
て
い

る
。
具
体
的
に
は
、
学
習
の
め
あ
て
、

活
動
内
容
、
自
己
評
価
、
活
動
の
感
想

を
つ
け
て
い
る
。
ま
た
自
己
評
価
は
、

①
礼
法
は
き
ち
ん
と
で
き
た
か
（
礼

儀
、
あ
い
さ
つ
、
履
き
物
を
そ
ろ
え
て

い
る
）、
②
基
本
の
姿
勢
や
動
作
は
で

き
た
か
（
姿
勢
、
歩
き
方
、
座
り
方
が

で
き
て
い
る
）、
③
射
法
八
節
（
矢
を

引
く
た
め
の
手
順
）
は
し
っ
か
り
と
で

き
た
か
、
④
清
掃
と
安
全
を
心
が
け
て

活
動
で
き
た
か
（
指
導
者
の
手
順
を
守

っ
て
い
る
）
の
５
項
目
を
設
定
し
、
Ａ

～
Ｄ
の
４
段
階
で
行
っ
て
い
る
。

◎
評
価
方
法
に
つ
い
て

　

全
体
計
画
に
沿
っ
て
、
毎
時
間
の
授

　弓道の学習を終え、みなさんが、どのような気持ちや考えで学習に取り組めたかを知るためのアンケ
ートです。今後の学習指導に生かしていきますので、正直に、丁寧に答えてください。

それぞれの番号の意味は、右の通りです。最も近いと
思うところに○を付けてください。

はい
どちらかといえば

はい
どちらかといえば

いいえ
いいえ

できる
だいたい
できる

あまり
できない

できない

１
弓道の授業は楽しかったですか。これからも、機会が
あれば、弓道をしたいと思いましたか。

13 人 5 人 0 0

２
安全に気をつけながら、学習を進めることができまし
たか。

10 人 8 人 0 0

３
友達と協力し合って、学習の準備や後片付けなどに取
り組むことができましたか。

12 人 6 人 0 0

４
矢束の取り方や矢番えなどの仕方を知ることができま
したか。

13 人 5 人 0 0

５
弓道の一連の動きである「射法八節」を知ることがで
きましたか。

7 人 9 人 2 人 0

６
自分がどうすれば、もっと上手に矢を射ることができ
るか、考えることができましたか。

7 人 8 人 3 人 0

７ 礼儀作法を身につけることができましたか。 4 人 13 人 １人 0

８
「射法八節」の一連の動きがスムーズにできるように
なりましたか。

8 人 6 人 ４人 0

・弓道をしていて、いろいろな大切なことを学んだ。私のいつもの生活とは大違い、落ち着いて行
動するということを「弓道」を通して自然に身につけることができた。今まで本当に楽しかっ
た。また、機会があったらしたいと思っている。

・的に当たった音が気持ち良かったです。
・実際の距離では当たらなかったけど、とても楽しく授業ができました。

の
よ
う
な
危
険
性
が
あ
る
か
理
解
し
て

い
る
が
、
矢
を
持
っ
て
い
な
く
て
も
怪け

我が

を
し
て
し
ま
う
、
ま
た
さ
せ
て
し
ま

う
こ
と
を
理
解
さ
せ
、
弓
道
の
マ
ナ
ー

等
に
つ
い
て
も
指
導
し
た
。

◆
３
時
間
目

　

立
ち
方
、
座
り
方
、
立
礼
、
座
礼
、

正
座
、
揖ゆ
う

な
ど
の
基
本
を
教
え
た
。
礼

儀
に
つ
い
て
は
弓
道
の
時
に
限
ら
ず
、

日
常
生
活
に
お
い
て
も
重
要
で
あ
る
と

い
う
こ
と
を
生
徒
に
伝
え
な
が
ら
指
導

し
た
。

　

授
業
の
開
始
・
終
了
時
、
下
掛
け･

弽
の
着
脱
の
と
き
、
説
明
を
受
け
る
と

き
、
仲
間
の
行
射
を
見
学
す
る
と
き
な

ど
に
主
に
指
導
を
し
て
い
る
。

◆
４
～
９
時
間
目

　

射
法
八
節
の
一
連
の
動
作
に
つ
い
て

学
ん
だ
。
射
法
八
節
は
弓
を
引
く
た
め

の
基
本
で
あ
る
。
執と
り

弓ゆ
み

の
姿
勢
か
ら
正

し
く
さ
せ
る
た
め
、
指
導
者
が
手
本
を

見
せ
た
。
矢
番
え
や
取
懸
け･

手
の
内

の
動
作
の
細
か
な
と
こ
ろ
の
指
導
は
視

聴
覚
教
材
を
活
用
し
、
拡
大
し
た
映
像

を
何
度
も
確
認
さ
せ
な
が
ら
行
う
こ
と

で
、
生
徒
に
と
っ
て
は
大
変
有
効
な

指
導
方
法
で
あ
る
と
考
え
る
。
ま
た
、

生
徒
同
士
で
号
令
を
か
け
さ
せ
、
自
分

た
ち
で
学
び
合
う
場
面
を
設
け
る
こ
と

で
、
さ
ら
に
充
実
し
た
学
習
活
動
が
で

き
る
。

◆
10
～
12
時
間
目

　

弓
道
場
で
の
授
業
に
な
る
。
保
健
体

育
科
教
員
１
人
は
先
に
弓
道
場
に
行

き
、
も
う
１
人
は
生
徒
の
最
後
尾
に
付

い
て
一
緒
に
弓
道
場
に
向
か
う
。
こ
れ

は
、
事
故
防
止
や
安
全
面
で
の
指
導
の

た
め
で
あ
る
。
生
徒
は
体
育
館
で
の
授

業
と
は
違
い
弓
道
場
に
入
る
と
、
道
場

の
持
つ
特
有
の
空
気
を
味
わ
い
、
自
然

と
気
持
ち
を
集
中
さ
せ
て
い
る
よ
う
に

感
じ
た
。

　

授
業
内
容
に
つ
い
て
は
、
体
育
館
で

行
っ
た
基
本
動
作
を
活
か
せ
る
こ
と
を

「
め
あ
て
」
と
し
、立
射
を
行
わ
せ
た
。

効
率
よ
く
行
う
た
め
、
順
番
を
待
つ
生

徒
は
座
っ
て
待
た
せ
る
の
で
は
な
く
、

執
弓
の
姿
勢
で
順
番
を
待
た
せ
て
お
く

よ
う
に
す
る
。

　

６
つ
の
的
を
準
備
し
、
各
的
に
５
、

６
人
ず
つ
並
ば
せ
る
。
安
土
ま
で
28
メ

ー
ト
ル
だ
と
女
子
の
弓
（
６
㎏
）
で
は

届
か
な
か
っ
た
た
め
、
射
位
か
ら
的
ま

で
を
始
め
は
５
～
10
メ
ー
ト
ル
に
設
定

し
た
。
距
離
を
短
く
し
た
の
に
は
も
う

一
つ
の
理
由
が
あ
る
。

　

的
が
遠
く
な
る
と
、
生
徒
た
ち
は

「
当
て
た
い
」
と
い
う
気
持
ち
が
強
く

な
る
。
肩
に
力
が
入
り
片
目
を
閉
じ
て

狙
う
生
徒
も
い
た
り
し
て
、
今
ま
で
学

習
し
て
き
た
こ
と
が
活い

か
さ
れ
な
い
こ

と
が
あ
っ
た
。
中
に
は
安
土
ま
で
届
い

た
生
徒
も
数
名
い
た
が
、「
会か
い

」
の
時
、

両
肩
に
力
が
入
り
す
ぎ
た
り
、
大
き
く 毎時間の最後には学習カードを活用している

視聴覚教材を活用した指導
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業
の
様
子
、
学
ぶ
と
き
の
態
度
、
技
術

面
な
ど
、
保
健
体
育
科
教
員
間
で
事
前

に
評
価
基
準
を
決
め
て
い
る
。

　

全
体
で
の
活
動
時
（
ゴ
ム
弓
、
弓
の

素
引
き
）
は
、
全
体
の
様
子
を
随
時
確

認
し
な
が
ら
見
る
こ
と
が
で
き
る
が
、

各
的
に
つ
い
て
の
個
別
指
導
時
で
は
、

自
分
が
指
導
し
て
い
る
列
の
生
徒
し
か

見
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

 

本
校
の
体
育
館
で
は
６
枚
の
的
を
準

備
し
て
活
動
し
て
い
る
の
で
、
５
名
の

外
部
指
導
員
の
方
に
来
て
い
た
だ
い

て
、
も
う
１
つ
の
的
を
保
健
体
育
科
教

員
で
指
導
す
る
体
制
を
と
っ
た
。
そ
う

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
保
健
体
育
科
教

員
が
指
導
す
る
列
を
、
２
人
で
日
ご
と

に
交
代
で
見
る
こ
と
で
き
る
よ
う
工
夫

し
た
。

　

ま
た
、
実
技
試
験
で
は
生
徒
た
ち
が

あ
る
程
度
一
人
で
引
け
る
よ
う
に
な
っ

て
い
た
た
め
、
外
部
指
導
員
の
方
が
危

険
だ
と
判
断
し
た
場
合
の
み
補
助
を
し

て
い
た
だ
き
、
教
員
は
一
人
一
人
の
行

射
を
見
て
評
価
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

学
習
ノ
ー
ト
の
評
価
に
つ
い
て
は
、

毎
時
間
、
書
か
せ
る
こ
と
を
基
本
と
し

て
い
る
が
、
そ
う
し
て
し
ま
う
と
運
動

活
動
時
間
が
十
分
に
確
保
で
き
な
い
こ

と
か
ら
、
弓
道
の
授
業
が
す
べ
て
終
わ

っ
た
後
に
記
入
さ
せ
、
ま
と
め
て
評
価

す
る
形
を
と
っ
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、

教
員
側
が
き
ち
ん
と
し
た
評
価
基
準
を

決
め
、
共
通
理
解
を
図
る
こ
と
が
大
切

で
あ
る
と
感
じ
た
。

◎
成
果

・
導
入
の
講
話
な
ど
、
生
徒
に
的
確
な

指
導
や
話
を
し
て
い
た
だ
き
、
技
能

の
向
上
が
見
ら
れ
た
。

・
早
い
時
期
か
ら
の
会
議
や
、
毎
時
間

後
に
課
題
、
反
省
を
含
め
て
授
業
の

打
合
せ
を
行
い
、
進
め
方
を
確
認
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
ス
ム
ー
ズ
な
授
業

展
開
が
で
き
た
。

・
保
健
体
育
科
教
員
に
と
っ
て
も
「
ど

の
よ
う
に
指
導
し
た
ら
よ
い
か
」「
ど

の
部
分
を
注
意
し
、
修
正
し
て
い
っ

た
ら
良
い
か
」
と
い
う
こ
と
を
外
部

指
導
員
の
方
に
相
談
す
る
こ
と
で
疑

問
を
解
決
し
、
的
確
な
指
導
が
生
徒

に
で
き
た
。

◎
課
題

・
外
部
指
導
者
と
教
員
側
と
の
連
携
、

授
業
の
打
合
せ
を
行
う
た
め
の
時
間

を
十
分
に
確
保
す
る
こ
と
。

・
弓
道
場
で
の
授
業
に
な
る
と
移
動
に

時
間
が
か
か
っ
た
り
、
次
の
時
間
の

準
備
が
あ
る
の
で
早
め
に
授
業
を
終

わ
っ
た
り
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
う

す
る
と
活
動
時
間
が
30
分
弱
し
か
確

保
で
き
な
い
の
で
、
２
コ
マ
連
続
の

授
業
を
組
め
る
こ
と
が
望
ま
し
い

が
、
他
の
授
業
と
の
兼
ね
合
い
か
ら

難
し
い
。

・
女
性
の
外
部
指
導
員
も
数
名
い
る

が
、
生
徒
を
男
子･

女
子
と
分
け
て

し
ま
う
と
、
効
率
よ
く
授
業
が
で
き

な
い
の
で
、
よ
り
細
か
な
技
術
指
導

を
行
う
た
め
に
、
男
性
外
部
指
導
員

の
方
に
も
女
子
生
徒
の
指
導
を
お
願

い
し
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
学

校
や
生
徒
の
実
態
に
応
じ
て
行
う
必

要
が
あ
る
。

　

平
成
26
年
度
の
３
学
期
に
は
１
年
生

の
授
業
を
行
う
の
で
、
現
在
は
指
導
計

画
を
作
成
し
、
大
牟
田
弓
道
連
盟
の
方

と
の
打
合
せ
を
行
っ
て
い
る
。
早
め
の

計
画
や
打
合
せ
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、

弓
道
連
盟
の
方
の
人
数
調
整
を
し
て
い

た
だ
き
、
余
裕
あ
る
計
画
づ
く
り
が
で

き
る
か
ら
で
あ
る
。

　

本
校
は
平
成
27
年
度
に
、
近
隣
の
他

の
２
校
と
再
編
さ
れ
、
新
し
い
学
校
に

な
る
。
そ
の
た
め
、
27
年
度
の
弓
道
の

授
業
を
ど
の
よ
う
に
行
っ
て
い
く
の

か
、
授
業
計
画
は
未
定
で
あ
る
。
こ
れ

か
ら
会
議
や
話
し
合
い
を
進
め
て
い
く

中
で
、
た
く
さ
ん
の
課
題
や
問
題
点
等

が
出
て
く
る
だ
ろ
う
。

　

し
か
し
、
弓
道
は
段
階
的
に
技
術
を

習
得
し
て
い
く
過
程
で
、
苦
手
意
識
、

辛
抱
、
厳
し
さ
、
学
ぶ
楽
し
さ
、
達
成

感
等
を
体
験
し
な
が
ら
向
上
心
を
養
っ

て
い
け
る
武
道
で
あ
る
。
弓
道
と
い
う

貴
重
な
体
験
を
通
し
て
、
こ
れ
ま
で
た

く
さ
ん
の
こ
と
を
生
徒
た
ち
は
学
ん
で

き
た
。
運
営
上
の
問
題
等
も
出
て
く
る

と
思
う
が
、
外
部
指
導
員
を
活
用
し
、

武
道
に
取
り
組
み
、
弓
道
の
素
晴
ら
し

さ
を
生
徒
た
ち
に
伝
え
て
い
き
た
い
と

思
う
。

１ ２ ３ ４ ５ ６用
具
、
場
所
な
ど

指
導
の
概
要
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教
員
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外
部
指
導
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の
役
割

外
部
指
導
員
活
用
の

課
題
と
対
策

今
後
の
外
部
指
導
員

の
活
用
に
つ
い
て

外
部
指
導
員
活
用
に

い
た
っ
た
経
緯

１ ２ ３ ４ ５ ６用
具
、
場
所
な
ど

指
導
の
概
要
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○
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教
員
の
役
割
と

外
部
指
導
員
の
役
割

外
部
指
導
員
活
用
の

課
題
と
対
策

今
後
の
外
部
指
導
員

の
活
用
に
つ
い
て

外
部
指
導
員
活
用
に

い
た
っ
た
経
緯
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